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８

月

１

０

日

フ

ォ

レ

ス

ト

ピ

ア

の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

オ

ー

プ

ン

に

出

か

け

て

き

ま

し

た

。

当

日

は

台

風

の

影

響

か

生

憎

の

雨

模

様

で

、

お

客

様

の

入

り

は

今

一

つ

で

し

た

が

、

内

装

や

厨

房

が

新

装

さ

れ

ス

ッ

キ

リ

し

た

感

じ

で

し

た

。 

 

丁

度

お

昼

時

で

し

た

の

で

名

物

の

お

蕎

麦

を

ご

馳

走

に

な

り

、

今

回

か

ら

新

た

に

加

わ

っ

た

ジ

ェ

ラ

ー

ト

、

階

上

産

「

早

生

そ

ば

、

や

ま

ぶ

ど

う

、

ク

ワ

の

葉

」

の

３

種

も

り

を

デ

ザ

ー

ト

に

い

た

だ

き

ま

し

た

。

雨

で

ち

ょ

っ

と

寒

い

か

と

思

い

ま

し

た

が

、

な

か

な

か

の

美

味

で

お

奨

め

で

す

。

 

 

こ

の

度

の

帰

省

時

に

は

、

町

内

に

あ

る

巨

木

と

 

恒

例

の

い

ち

ご

煮

祭

り

ｉ

ｎ

東

京

が

７

月

13

日

都

内

ホ

テ

ル

で

開

催

し

ま

し

た

。

 

 

浜

谷

町

長

、

清

藤

青

森

県

人

会

会

長

は

じ

め

多

く

の

友

好

団

体

か

ら

も

ご

来

賓

頂

き

、

総

勢

１

３

０

名

の

参

加

者

で

今

年

も

盛

況

に

無

事

終

了

い

た

し

ま

し

た

。

年

々

参

加

者

が

増

え

、

町

外

出

身

者

の

リ

ピ

ー

タ

ー

も

多

く

参

加

頂

い

て

い

ま

す

。

こ

れ

も

、

内

城

会

長

の

精

力

的

な

活

動

の

賜

で

す

。

 

 

司

会

進

行

を

急

遽

引

き

受

け

て

く

れ

た

、

浜

谷

大

樹

君

の

落

ち

着

い

た

進

行

振

り

も

中

々

の

評

判

で

し

た

。

歌

を

披

露

し

て

下

さ

っ

た

、

す

ず

き

円

香

さ

ん

、

清

水

さ

ん

、

阿

部

さ

ん

に

は

、

場

を

盛

り

上

げ

て

頂

き

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。 

 

町

か

ら

の

物

産

品

直

売

も

好

評

で

完

売

し

ま

し

た

し

、

毎

年

大

人

気

の

殻

付

き

ウ

ニ

の

試

食

コ

ー

ナ

ー

は

長

蛇

の

列

が

出

来

、

一

部

の

方

に

は

行

き

届

か

な

い

状

況

で

し

た

。

ご

迷

惑

を

お

掛

け

し
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第

五

回

総

会

＆

い

ち

ご

煮

祭

り

ｉ

ｎ

東

京

は

、

会

員

は

も

と

よ

り

階

上

フ

ア

ン

も

大

勢

参

加

し

て

頂

き

、

お

陰

様

で

大

盛

況

の

う

ち

に

終

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 
 

 
 

三

次

会

で

は

「

ふ

る

さ

と

納

税

」

の

話

題

で

盛

り

上

が

り

、

翌

週

に

は

10

数

名

の

方

が

階

上

町

に

ふ

る

さ

と

納

税

を

さ

れ

ま

し

た

。

 

ま

た

翌

週

は

本

家

「

階

上

町

の

い

ち

ご

煮

祭

り

」

に

参

加

。

子

供

た

ち

の

伝

統

芸

能

を

見

て

、

子

供

の

こ

ろ

冬

に

村

民

が

集

ま

っ

て

演

劇

や

え

ん

ぶ

り

の

練

習

を

夜

遅

く

ま

で

や

っ

て

い

た

の

を

思

い

出

し

ま

し

た

。

更

に

、

会

場

を

潮

風

ト

レ

イ

ル

の

一

団

（

30

名

程

）

が

通

り

過

ぎ

る

光

景

を

見

て

、

階

上

町

へ

観

光

客

が

来

て

い

る

ん

だ

な

あ

と

初

め

て

実

感

し

ま

し

た

。 

今

か

ら

二

年

ほ

ど

前

、

田

村

元

道

仏

中

学

校

校

長

先

生

か

ら

「

階

上

町

ま

ち

づ

く

り

の

た

め

の

田

村

プ

ラ

ン

」

を

戴

い

た

の

を

ご

縁

に

、

今

回

濱

谷

事

務

局

長

と

表

敬

訪

問

し

て

び

っ

く

り

。

千

坪

の

敷

地

の

中

の

畑

と

自

宅

で

、

奥

様

は

彫

刻

、

ご

本

人

は

絵

画

を

専

門

と

し

、

庭

に

山

盛

り

に

積

ま

れ

た

ニ

ン

ニ

ク

は

来

年

の

種

と

か

、

巨

大

な

石

焼

窯

で

ピ

ザ

を

焼

き

、

ソ

ー

ラ

ー

発

電

で

節

電

対

策

、

昨

年

は

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

二

万

本

収

穫

。

35

ペ

ー

ジ

に

渡

る

田

村

プ

ラ

ン

の

中

は

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

設

立

、

畑

作

物

所

得

補

償

交

付

金

、

青

年

就

農

交

付

金

、

階

上

岳

の

天

然

水

は

マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

1
0
m

g
/
l

（

日

本

屈

指

の

水

）

な

ど

農

業

水

産

に

関

す

る

ア

イ

デ

ア

が

ぎ

っ

し

り

と

記

載

さ

れ

、

こ

の

町

を

何

と

か

し

た

い

と

言

う

思

い

が

盛

り

沢

山

。

既

に

色

々

実

践

さ

れ

て

い

る

だ

け

に

言

葉

に

も

迫

力

が

あ

っ

た

。

階

上

町

に

こ

ん

な

方

が

い

る

の

か

と

思

い

な

が

ら

ふ

る

さ

と

を

後

に

し

ま

し

た

。 

 

最

後

に

、

10

月

25

～

26

日

は

東

京

青

森

県

人

会

と

中

野

区

共

催

の

『

青

森

人

の

祭

典

』

が

中

野

駅

北

口

、

中

野

サ

ン

プ

ラ

ザ

周

辺

で

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

す

。

ご

来

場

お

待

ち

い

た

し

ま

す

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

会

長

 

内

城

 

美

名

生

）
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ま

し

た

。

そ

の

他

に

も

、

幾

つ

か

改

善

す

べ

き

点

が

あ

る

と

思

っ

て

お

り

、

ス

タ

ッ

フ

一

同

今

後

の

課

題

と

し

て

検

討

し

て

参

り

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

今

後

は

、

多

く

の

参

加

者

が

本

場

階

上

町

の

「

い

ち

ご

煮

祭

り

」

を

見

た

い

、

行

き

た

い

と

思

う

フ

ァ

ン

が

現

れ

、

階

上

町

ツ

ア

ー

を

企

画

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

し

て

、

町

と

の

交

流

や

会

員

相

互

の

親

睦

の

場

に

発

展

し

て

行

け

れ

ば

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。 

 

町

民

が

減

少

し

て

い

る

階

上

町

も

、

交

流

人

口

が

増

え

る

事

で

活

性

化

し

、

地

元

に

残

る

若

者

が

増

え

る

よ

う

貢

献

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

皆

さ

ん

か

ら

も

、

ご

意

見

、

ご

要

望

お

寄

せ

下

さ

い

。 

尚

今

回

の

定

期

総

会

で

は

、

新

役

員

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

現

役

員

の

方

も

含

め

ご

紹

介

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。 

会

長

：

内

城

 

美

名

生

 

副

会

長

：

野

沢

慶

蔵

・

平

戸

喜

一

郎

（

新

任

）

 

理

事

：

濱

浦

清

美

・

小

西

正

人

・

平

戸

清

（

新

任

）

 

千

葉

行

雄

（

新

任

）

・

浜

谷

大

樹

（

新

任

）

 

監

事

：

塩

垣

久

美

子

 

事

務

局

：

濱

谷

博

通

・

野

沢

敬

貴

 
 

以

上

の

メ

ン

バ

ー

で

運

営

し

て

参

り

ま

す

の

で

、

ご

支

援

の

ほ

ど

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

副

会

長

 

平

戸

喜

一

郎

）

 

郷

里

郷

里

郷

里

郷

里

放

浪

記

放

浪

記

放

浪

記

放

浪

記

（（（（

おおおお

盆盆盆盆

））））    

平

成

平

成

平

成

平

成

26
年年年年 

い

ち

ご

い

ち

ご

い

ち

ご

い

ち

ご

煮

祭

煮

祭

煮

祭

煮

祭

りりりり

ｉ

ｎ

ｉ

ｎ

ｉ

ｎ

ｉ

ｎ

東

京

東

京

東

京

東

京

＆＆＆＆ 

    

第

五

回

定

期

総

会

第

五

回

定

期

総

会

第

五

回

定

期

総

会

第

五

回

定

期

総

会

    

開

催

開

催

開

催

開

催
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た

ん

ぼ

ア

ー

ト

も

見

て

来

ま

し

た

。

 

 

巨

木

は

茨

島

の

「

と

ち

の

き

」

と

赤

保

内

の

「

う

つ

ぎ

」

の

２

か

所

を

訪

ね

ま

し

た

。

「

と

ち

の

き

」

は

春

先

に

塩

垣

さ

ん

の

花

の

写

真

が

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

紹

介

さ

れ

ま

し

た

が

、

今

回

は

そ

の

花

が

し

っ

か

り

結

実

し

て

お

り

、

枝

が

実

の

重

さ

で

今

に

も

折

れ

ん

ば

か

り

に

垂

れ

下

が

っ

て

い

ま

し

た

。 

 

た

ん

ぼ

ア

ー

ト

は

、

今

年

の

干

支

「

う

ま

」

と

は

し

か

み

キ

ッ

ズ

が

見

事

に

表

現

さ

れ

て

お

り

ま

し

た

。

間

も

な

く

収

穫

時

期

で

刈

り

取

ら

れ

ま

す

と

見

ら

れ

な

く

な

る

の

が

残

念

で

す

が

、

来

年

の

力

作

に

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 

と

い

う

こ

と

で

、

今

回

は

い

つ

に

な

く

あ

ち

こ

ち

（

？

）

歩

い

た

つ

も

り

で

す

が

、

ま

だ

ま

だ

町

内

に

は

自

分

の

知

ら

な

い

所

や

名

物

巨

木

が

た

く

さ

ん

あ

る

こ

と

に

気

付

か

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

皆

さ

ん

も

帰

省

さ

れ

た

と

き

に

散

策

さ

れ

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

副

会

長

 

野

沢

慶

蔵

）

 

発

行

日

：

平

成

26

年

９

月

１

日

 

発

行

人

：

内

城

美

名

生

 

編

集

人

：

濱

谷

博

通

・

野

沢

敬

貴

 

連

絡

先

：

M
a
i
l

：

h
h
2
0
1
0
@
t
r
i
t
o
n
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

編

集

後

記

：

 
 

 

今

年

の

11

月

20

日

に

は

、

当

会

は

設

立

し

て

ま

る

４

年

を

迎

え

ま

す

。

先

日

の

定

期

総

会

＆

い

ち

ご

煮

祭

り

ｉ

ｎ

東

京

で

は

、

新

た

に

新

役

員

も

選

出

さ

れ

、

若

手

の

新

理

事

も

誕

生

し

、

充

実

し

た

役

員

陣

と

な

り

ま

し

た

。 

 

さ

て

、

こ

れ

か

ら

が

正

念

場

で

す

。

ふ

る

さ

と

は

し

か

み

会

の

設

立

目

的

の

原

点

に

立

ち

返

り

、

特

に

少

子

高

齢

化

、

若

者

の

都

市

圏

へ

の

流

出

に

よ

り

、

地

方

の

過

疎

化

は

益

々

加

速

し

て

お

り

ま

す

。

階

上

町

も

人

ご

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

階

上

町

の

雇

用

の

場

を

創

出

し

、

ま

た

多

く

の

観

光

客

が

訪

れ

て

活

気

あ

る

階

上

町

を

目

指

す

べ

く

、

何

を

支

援

す

べ

き

か

考

え

て

参

り

た

い

と

思

い

ま

す

。 

皆

さ

ん

の

ご

協

力

、

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。 

 
 

    

月日月日月日月日    東 京 イ ベ ン ト東 京 イ ベ ン ト東 京 イ ベ ン ト東 京 イ ベ ン ト     

７ / １ ３ （ 日 ）  定期 総 会＆いちご煮 祭り in 東京（済） 

９ / １ （ 月 ） 第１５号はしかみかわら版発 行 

９ / ８ （ 月 ） 定例 会・スタッフミーティング 

１ ０ / ２ ５ （ 土 ） 、 

２ ６ （ 日 ）  

青森 人の祭 典（in 中野） 

１ １ / １ ０ （ 月 ） 
定例 会・スタッフミーティング 

１ １ 月 下 旬  
第１６号はしかみかわら版発 行 

１ １ 月 ３ ０ （ 日 ） 
第７回ふるさとはしかみ会長杯ゴルフコンペ 

 

 

去

る

８

月

15

日

、

八

戸

カ

ン

ト

リ

ー

ク

ラ

ブ

に

て

２

回

目

と

な

る

ふ

る

さ

と

は

し

か

み

会

の

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

初

め

て

お

会

い

す

る

方

も

多

く

４

組

総

勢

１

３

名

の

参

加

と

な

り

ま

し

た

。 

 

私

の

誕

生

日

で

も

あ

る

記

念

す

べ

き

日

に

階

上

岳

を

仰

ぎ

見

な

が

ら

涼

や

か

な

風

の

中

で

の

プ

レ

ー

を

楽

し

み

に

し

て

い

ま

し

た

。

 

 

と

こ

ろ

が

そ

ん

な

甘

い

期

待

は

見

事

に

裏

切

ら

れ

、

件

の

雨

男

は

い

な

い

は

ず

で

す

が

何

と

、

ど

し

ゃ

降

り

の

最

悪

の

コ

ン

デ

ｲ

シ

ョ

ン

と

な

り

カ

ー

ト

が

ぬ

か

る

み

で

ス

リ

ッ

プ

す

る

ほ

ど

の

悪

天

候

と

な

っ

て

し

ま

い

、

記

念

す

べ

き

日

が

苦

行

の

一

日

と

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

は

そ

れ

で

記

憶

に

残

る

コ

ン

ペ

と

な

り

、

参

加

さ

れ

た

方

々

と

よ

り

濃

密

に

親

睦

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

た

か

な

、

と

思

っ

た

次

第

で

す

。 

 
幹

事

の

岩

谷

さ

ん

、

ご

苦

労

様

で

し

た

。

悪

天

候

の

中

で

も

き

っ

ち

り

と

結

果

を

出

さ

れ

た

以

下

の

方

々

に

は

敬

意

を

表

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

理

事

 

濱

浦

清

美

）

 

シ ル バ ー フ ェ リ ー  

川 崎 近 海 汽 船 株 式 会 社  

取 締 役  寅 谷  剛  

T E L  0 1 2 0 - 5 3 9 - 4 6 8  

エ ン ジ ニ ア 派 遣 ・ 建 設 請 負 業  

P R I エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社  

代 表 取 締 役  宇 賀 神 弘 忠  

T E L  0 3 - 5 6 4 6 - 9 0 7 5  

シ ス テ ム 開 発 ・ ク ラ ウ ド コ ン サ ル  

株 式 会 社 ジ ー ア イ テ ッ ク  

代 表 取 締 役 社 長  青 池  俊 司  

T E L  0 1 7 8 - 3 2 - 0 2 1 3  

○優勝  横葉  和浩  様  

○準優勝 平戸  喜一郎  様  

○３位  橘  政人  様  
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か
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と
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と
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と
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会会会会
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コ
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ル
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コ
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上

階

上

階

上

    
    
    
    
    

★ 11 月 30 日にもコンペを予定 しています。 

  皆 様の参加をお待ちします。 


